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平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名  宮城県大崎市立鹿島台小学校                       

  種 別 □保育園・幼稚園  ■小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒９８９－ ４１０３    

      宮城県大崎市鹿島台平渡字上戸１        

  E-mail osaki_kashimadai@educ.osaki.miyagi.jp      

  Website                       

  児童生徒数  男子２６４ 名   女子 ２５７ 名  合計 ５２１ 名 

        児童・生徒の年齢 ６ 歳～ １２ 歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

■ 環境 

□ 気候変動  

■ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

【1学期の活動】 

 １学期は，「シナイモツゴを知ろう」ということから活動を始めます。シナイ

モツゴについて，昨年度から引き継いだことを参考にしながら飼育と観察をし

ます。５月には，シナイモツゴ郷の会の方を講師にお迎えして，学級ごとにシ

ナイモツゴの生態や飼育の仕方について教えていただきます。ここで詳しくシ

ナイモツゴについて知ることになります。この郷の会の方の指導を受けて，本

格的な飼育と観察活動が始まります。 

  また，学校には水槽の他に校庭に飼育池があり，６月以降に郷の会の協力に

より，植木鉢に産みつけられたシナイモツゴの卵を飼育池の中に設置して里親

としての活動も始まります。 

  その他，郷の会の皆さんには，学級毎にシナイモツゴの保護活動や飼育及び

絶滅危惧種や天敵となる外来種の駆除などの話を，映像や具体的な資料をまじ

えて教えていきただきました。郷の会の活動は，地域の環境保全などの活動も

行っており，６月には，シナイモツゴの稚魚の放流が鹿島台地区のため池で行

われ，児童全員が参加して放流活動を行いました。 

  １学期はこのような活動を通して，児童はシナイモツゴの飼育活動とあわせ

て総合的な学習の時間での学習課題について，シナイモツゴの飼育・保護，環

境，絶滅危惧種，天敵などのキーワードをもとにしながら考えました。 

  

【２学期の活動】 

 ２学期は，児童が個人ごとに設定した課題について，自主的に調べながら解

決していく活動と，似たような課題を設定した児童同士でグループを作り，３

年生への発表の準備を行うことにしました。 

児童が課題して設定した内容は以下のようなものです。 

① シナイモツゴの飼育の仕方について 

② シナイモツゴの生態（性質，生息場所など） 

③ シナイモツゴの産卵について（産卵数，産卵時期，水温など） 

  ④ シナイモツゴのような絶滅危惧種について 
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 ⑤ シナイモツゴが減った原因 

 ⑥ シナイモツゴ以外に川や池に生息する生き物 

  ⑦ 天敵としての外来種（ブラックバス，ブルーギル） 

課題解決のための調べ活動は，書籍とコンピュータを活用しながら調べまし

た。２学期後半は，３学期に行う３年生へのシナイモツゴの引き継ぎを兼ねた

発表会に向けて，児童の課題解決の状況を確認し，課題の内容に応じてグルー

プを作り，発表の準備を進めました。 

 

【３学期の活動】 

  ３学期は，各々の児童が調べた内容について，３年生に向けてグループ毎に

発表できるようにまとめる活動から始めました。発表の時期は３月初旬とし，

それまでに発表の方法，発表資料・原稿の作成及び発表の練習をすることにし

ました。 

  発表資料の作成では，昨年度の発表資料を参考にしながら作成し，発表の要

点をまとめたポスター形式のものや紙芝居風に資料をまとめたものなどがあり

ました。資料作りのポイントとしては，次の点を揚げました。一つ目は「見や

すさ」，二つ目「分かりやすさ」です。作成した資料を全体の中でお互いに見合

い，その印象について話し合いました。話合いを通して，「見やすさ」の点では，

文字の大きさや下線や彩色の効果についての改善点が出されました。また，対

象が３年生ということから，「分かりやすさ」という点では，資料の中の情報量

や語彙の難しさが改善点として児童から出されました。 

  発表資料と合わせて発表原稿の作成も行いました。資料の改善を図りながら，

その内容を原稿の中で補っていくことも考えながら，発表の相手である３年生

に，分かりやすい発表ができるように，原稿作りも繰り返し手直しを行いまし

た。 

  発表の時間については，すべてのグループの発表が１時間以内で終了するこ

とも，発表の課題になりました。発表資料と原稿とを突き合わせて，グループ

毎に発表時間を計りながら，全体での時間の調整をしました。また，発表会は

児童自身が主体的に運営することを目指していたので，全体の進行，各グルー

プの進行役を決め，円滑に会が進むように，発表のリハーサルも繰り返し行い

ました。 
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施  

□ その他（                           ） 

 


